
特定建築物（延べ面積 2,000 ㎡以上）  
 

建築物排出量削減計画書 提出資料とチェック表 
 

 

建築物名称  

建築物排出量削減計画書

の作成者 
（以下「作成者」という。） 

会社名  

担当者  

電話番号  

ＦＡＸ番号  

メールアドレス  

 

建築物排出量削減計画書  

資料の種類 チェック項目 
作成者 

記入欄 

表面 

要綱第 1 号様式に記入していますか？ □ 

届出者は代理者ではなく「建築物の新築等をし

ようとする者」が記入されていますか？ 
□ 

提出日は「工事着工予定年月日」から２１日以

上前ですか？ 
□ 

「建築環境総合性能評価システムによる評価の

結果」欄は記入していますか？ 
□ 

「設計者の住所及び氏名の公表について」チェ

ックが入っていますか？ 
□ 

裏面 

「温室効果ガスの排出の量の削減を図るために

実施する措置」の概要は、具体的な取り組みに

ついて記述していますか？ 

□ 

委任状 

委任状 

委任者の氏名と住所、代理者の氏名、建物の概

要、委任事項、委任日は記入されていますか？ 

（建築主に代わって設計者等が届出の作業を行

う場合に必要です。） 

（押印のあるものの添付をお願いしています。

押印のないものの添付も可能ですが、必要に応

じ、委任者に委任事項を確認する場合がありま

す。） 

□ 

ＣＡＳＢＥＥ京都 

１ メインシート 
建築物排出量削減計画書に記載した内容と整合

していますか？ 
□ 

２ 

ＣＡＳＢＥＥ京都

標準システム評価

結果シート 

外観パース等を貼りつけてありますか？ □ 

３ スコアシート 

「環境配慮設計の概要記入欄」が水色になって

いる部分（レベル３を上回る項目）に数値やコ

メントが記入されていますか？ 

□ 



４ 配慮シート 
項目ごとの計画上の配慮事項を記入しています

か？ 
□ 

５ 係数シート 
電気事業者名及びその事業者が供給する電気の

ＣＯ２排出係数を設定していますか？ 
□ 

６ 採点Ｑ１ 

「京都市建築環境総合性能評価システム利用マ

ニュアル」を参照し、適切に評価していますか？ 
□ 

７ 採点Ｑ２ 

８ 採点Ｑ３ 

９ ＬＲ１ 

１０ 計画書シート 

１１ ＬＲ２ 

１２ ＬＲ３ 

１３ 
ライフサイクル 

ＣＯ２計算シート 

ライフサイクルＣＯ２計算結果を確認しました

か？ 
□ 

１４ 
高評価根拠資料 

一覧 

根拠資料の欄に、図面や資料の名称を記入して

いますか？ 
□ 

図面番号の欄に、具体的な図面番号を記入して

いますか？ 
□ 

根拠資料は、環境配慮設計の概要について確認

できる部分を朱書きで囲うなど、わかりやすく

まとめてありますか？ 

□ 

１つの評価項目で複数の取組がある場合は、〇

が付いている項目すべてについて、確認できる

資料を添付していますか？ 

Q2/1.3.1 維持管理に配慮した設計 

Q2/1.3.4 維持管理用機能の確保 

Q2/2.4.2 給排水・衛生設備 

Q2/2.4.3 電気設備 

Q2/2.4.5 通信・情報設備    など 

□ 

Q3/2 まちなみ・景観への配慮 

レベル４の景観地区（美観地区、美観形成地区）、

風致地区の場合、認定書や許可書の写しを添付

していますか？ 

（申請書の写しは根拠資料になりません） 

□ 

その他の提出資料 

１ 

「建築物排出量削

減計画書」と

「CASBEE 京都」の

情報を記録したＣ

Ｄ－ＲＯＭ 

（提出は１部） 

「建築物排出量削減計画書」はＷｏｒｄ、

「CASBEE 京都」はＥｘｃｅｌのデータ 

（ＣＤ－ＲＯＭは手続きの最後に、修正事項等

を全て反映したデータで提出してください） 

□ 



２ 付近見取図 方位、道路、目標となる地物 □ 

３ 配置図 

縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建物

の位置、敷地に接する道路の位置及び幅員、舗

装仕上げ 

□ 

４ 緑地計画図 緑地面積の面積、緑化率、樹種 □ 

５ 
各階平面図・屋根伏

図 

縮尺、方位、間取り、各室の用途・面積、自然

採光面積、バルコニー、屋上緑化、太陽光利用

設備（設置の場合） 

□ 

６ 各面の立面図 縮尺、開口部の位置、屋根仕上げ、外壁仕上げ □ 

７ ２面以上の断面図 縮尺、各階の天井高さ、階高、建築物の高さ □ 

８ 内部仕上げ表 主要な室の床・壁・天井の仕上げ □ 

９ 計算書 昼光率、壁長さ比率、木材の使用比率 □ 

１０ 空調機器リスト 空気調和設備機器、換気設備機器、ポンプ類 □ 

１１ 空調ダクト系統図 
給気口、排気口、給気機、排気機、空気調和機

器、ダクト類（中央式空気調和設備がある場合） 
□ 

１２ 空調配管系統図 
配管口径、空気調和機器（中央式空気調和設備

がある場合） 
□ 

１３ 給排水系統図 給水・排水管等の材質、口径寸法、配置 □ 

１４ 電気設備系統図 受変電設備、引込み図、系統図 □ 

１５ 
照明関係図、照度計

算書 
照明配置図、制御区画、設計照度 □ 

１６ 情報通信系統図 情報通信設備、引込み図、システム図、系統図 □ 

１７ エネルギー関係図 

法７５条第１項に規定する省エネルギー措置の

根拠計算書、自然エネルギー利用計画書（利用

する場合）、再生可能エネルギー利用計画書（利

用する場合） 

□ 

１８ 

ＣＡＳＢＥＥ京都

項目別高評価根拠

資料 

評価項目において３点を上回る評価点を付けた

項目において、具体策を図面等で明示した資料 
□ 

１９ 
その他市長が必要

と認める資料 

建築物に係る温室効果ガス排出の量の削減を図

るための措置について参考となる事項、建築物

の環境品質・性能の向上及び建築物による外部

環境負荷の低減のための措置について参考とな

る事項 

□ 

 

【必ずチェックすること】 
建築物排出量削減計画書及びＣＡＳＢＥＥの評価の結果について、特定建築

主に対し説明済み、または説明予定である。 
□ 

以上項目について、作成者の責任において作成・確認した。 □ 

 

 

 

参考ＱＲコード 
ホームページ→          様式・書き方→ 


